
RPPC メールマガジン  第 665 号 

リサイクルポート推進協議会（平成 29 年 2 月 22 日発行） 

  

≪今週号の主な内容≫ 

 

■先週・今週の報道発表 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する 

省令案に対する意見の募集（パブリックコメント）について 

【環境省平成 29年 2 月 20日発表】 

 

■RPPC 事務局からのお知らせ  

NPO 法人庄内リサイクル産業情報センター発信のメルマガ 17 号 

（2017 年 2 月）のお知らせ 

 

■リサイクルポートに関連する最新の情報 

1.「ブルーカーボン研究会」の設立記念講演会が開催される 

2.八代港に官民連携国際クルーズ拠点を形成 

3.小松島港沖洲（外）で床堀浚渫土を固化処理し埋立地に投入 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

◇先週・今週の報道発表 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する 

省令案に対する意見の募集（パブリックコメント）について 

 

詳細は、下記をご覧ください。 

http://www.env.go.jp/press/103683.html 

【環境省 平成 29 年 2月 20 日発表】 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

◇RPPC 事務局からのお知らせ 

 

NPO 法人庄内リサイクル産業情報センター発信のメルマガ 17 号 

（2017 年 2 月）のお知らせ 

 

NPO法人庄内リサイクル産業情報センターより、NPO法人発信のメル 

マガが届きました。添付ファイルをご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

◇リサイクルポートに関連する最新の情報 

 

1. 「ブルーカーボン研究会」の設立記念講演会が開催される 

 

 ブルーカーボンに関する課題検討や藻場等の拡大に向けた枠組み 

の構築を目指した「ブルーカーボン研究会」の設立記念講演会が２月 

10 日、東京都内で開かれた。当日は国交省港湾局、水産庁漁港漁場整 

備部から行政報告があったほか、研究会委員３名による基調講演が行わ 

http://www.env.go.jp/press/103683.html


れた。同研究会の検討を受け、我が国における沿岸域の藻場造成や生物 

共生型護岸整備等の取組みが加速することが期待される。 

 

研究会は官民の有識者６名や関係７団体で構成しており、みなと総 

合研究財団（みなと総研）、港湾空港総合技術センター（ＳＣＯＰＥ） 

が事務局を務める。またオブザーバーとして国交省港湾局、水産庁が参 

画している。 

 

海洋において海草等により吸収・固定される炭素『ブルーカーボン』 

のＣＯ２削減効果に着目し、▽沿岸域における藻場の分布等の現状把握、 

▽藻場等の拡大に向けた課題、▽ブルーカーボンの評価手法、▽藻場等 

の拡大に向けた社会的な枠組み、等についての情報共有を図っていく。 

 

【港湾空港タイムス】 

 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・  

 

2. 八代港に官民連携国際クルーズ拠点を形成 

 

熊本県、ならびに九州地方整備局熊本港湾・空港整備事務所は八代 

港が官民連携国際クルーズ拠点を形成する港湾として選定されたこと 

を受け、外港地区に水深 12ｍ延長４５０ｍのクルーズ対応岸壁を計画 

している。同計画は２月３日に開催した熊本県地方港湾審議会で了承さ 

れており、今後交通政策審議会港湾分科会に上程して計画決定し、 

29 年度から直轄で事業化していく見込み。ジャケット構造などで整備 

期間を短くする工法を採用し、平成 32 年のクルーズ船受入れを予定し 

ている。岸壁は耐震強化仕様とし、災害時には救援物資等の補給基地と 

しても機能させる。 

 

【港湾空港タイムス】 

 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 

3．小松島港沖洲（外）で床堀浚渫土を固化処理し埋立地に投入 

 

四国地方整備局小松島港湾・空港整備事務所は徳島小松島港沖洲（外） 

地区防波堤築造等工事の入札手続きを進めている。沖洲（外）地区防波 

堤築造予定地の床堀浚渫、ならびに金磯地区岸壁（マイナス 11ｍ）泊 

地の浚渫等が内容。発生する浚渫土は津田地区において徳島県が事業中 

の埋立地に揚土・固化処理する。 

 

対象事業のうち沖洲（外）地区では現在、港内の静穏化確保として、 

防波堤の延伸事業を進めており、これまでに防波堤築造予定地の地盤改 

良（ＳＣＰ）を８割程度終えている。今後は 29年度に残っている地盤 

改良を終えるとともに、その後にマウンド造成やケーソン設置など築造 

工事に入っていく。 

 

また金磯地区では予防保全事業が始まっており、同岸壁はクルーズ 

船の受入も予定している。このため岸壁改良に合わせて前面泊地の浚渫 

を実施する。 

 

両地区で発生した浚渫土は津田地区の埋立材として有効利用する。 

県の要請に応じて固化処理も行う。今回工事で発生する浚渫並びに運 

搬・揚土・固化処理量は沖洲（外）地区の防波堤の床堀土が約１万立方 

ｍ、金磯地区が約５０００立方ｍ。 

 



【港湾空港タイムス】 

 

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_ 
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■会員主催や会員に関係した催し物（セミナーなど）の情報がありまし

たらご連絡下さい。 開催案内等の情報をメルマガで配信致します。 

■メルマガ配信先に変更がある場合、事務局までご連絡下さい。 

■メルマガに関するご意見、ご要望がありましたらご連絡下さい。 

http://www.rppc.jp/
mailto:rppc_jimukyoku@wave.or.jp
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